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第
十
期
中
間
活
動
報
告
会
が
令
和
五
年

三
月
四
日
（
土
）
に
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
福
井

県
内
外
か
ら
十
七
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

報
告
会
は
、
初
め
に
開
会
の
挨
拶
を
加
藤
哲
男
理

事
長
よ
り
頂
き
、『
地
象
分
科
会
』
、『
道
路
交
通
安
全

分
科
会
』
、『
交
通
分
科
会
』
の
順
に
、
現
在
ま
で
の

活
動
報
告
と
講
評
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
川
本
義

海
理
事
に
よ
る
総
評
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
も
落
ち
着
き
が
み
ら
れ
る
中
で
、
各

分
科
会
活
動
も
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動

に
戻
り
つ
つ
あ
る
印
象
で
あ
る
。 

中
間
報
告
会
の
後
は
、
各
担
当
理
事
及
び
幹
事
よ

り
、
機
関
誌
発
送
に
つ
い
て
の
報
告
、
会
費
納
入
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
最
後
は
加
藤
哲
男
理
事
長

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
中
間
活
動
報
告
会

は
終
了
し
た
。 

 
 

【
分
科
会
報
告
会
】 

【
地
象
分
科
会
】 

発
表 

梅
田 

祐
一
氏 

講
評 

橋
本 

拓
己
氏 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 
~

 

南
越
前
町(

鹿
蒜
川)

編 ~

」

 

大
雨
な
ど
の
防
災
・
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
気

象
と
並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

地
象
分
科
会
で
は
現
地
調
査
や
文
献
等
を
通
し
て
、
そ

の
地
形
の
特
徴
を
と
ら
え
、
地
名
と
の
関
連
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
く
。
今
期
は
昨
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
被
災

地
で
あ
る
南
越
前
町
の
鹿
蒜
川
周
辺
を
対
象
と
す
る
。 

令
和
四
年
八
月
に
発
生
し
た
豪
雨
の
被
害
は
、
対
象
地

の
南
越
前
町
が
最
も
大
き
く
、
家
屋
の
全
半
壊
は
合
計
五

十
八
棟
、
床
上
浸
水
八
十
二
棟
、
床
下
浸
水
八
十
一
棟
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
陸
自
動
車
道
敦
賀
ト
ン
ネ

ル
の
坑
口
付
近
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
に
よ
る
通
行
止

め
な
ど
、
様
々
な
交
通
機
関
で
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
。

南
越
前
町
は
日
野
川
の
上
流
域
に
位
置
し
、
南
北
方
向

に
流
れ
る
日
野
川
と
東
西
方
向
に
流
れ
る
支
流
が
概
ね

規
則
正
し
い
地
形
を
な
し
て
い
る
。
鹿
蒜
川
も
そ
の
支
流

の
一
つ
で
、
鹿
蒜
川
の
下
流
域
は
、
幅
約
二
百
メ
ー
ト
ル

の
谷
底
平
野
が
概
ね
同
じ
幅
で
お
よ
そ
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
渡
っ
て
長
く
続
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
今
回

の
豪
雨
で
は
、
こ
の
四
キ
ロ
の
区
間
で
大
規
模
な
浸
水
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。 

鹿
蒜
川
周
辺
の
地
名
か
ら
、
鹿
蒜
は
、
山
間
の
低
地
で

あ
る
こ
と
を
指
し
、
過
去
に
も
浸
水
被
害
を
受
け
て
き
た

地
域
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
た
。 

最
終
報
告
に
向
け
て
鹿
蒜
川
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
地

形
、
地
名
お
よ
び
歴
史
を
調
べ
、
防
災
・
減
災
の
あ
り
方

に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
い
。 

【
道
路
交
通
安
全
分
科
会
】 

発
表 

三
村 

泰
広
氏 

講
評 

小
林 

孝
彰
氏 

 

「
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
の 

交
通
空
間
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
」

  

今
期
の
道
路
交
通
安
全
分
科
会
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ

リ
テ
ィ(

以
下
、μ

M
)

に
関
す
る
様
々
な
問
題
に
対
し
て
、

快
適
な
都
市
空
間
と
そ
れ
を
支
え
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
移
動

と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
観
点
か
ら
交
通
路(

交
通

空
間)

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

中
間
報
告
会
で
は
、μ

M

の
普
及
に
よ
る
既
存
交
通
と

の
「
混
在
」
に
よ
る
課
題
の
整
理
を
中
心
に
報
告
さ
れ
た
。

混
在
に
よ
る
車
体
の
大
き
さ
の
課
題
で
は
、「
占
有
幅
」

の
概
念
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
各
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
走
行
安

定
性
や
低
速
時
の
走
行
挙
動
を
考
え
な
が
ら
適
正
な
占

有
幅
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

速
度
の
課
題
で
は
、
車
道
部
・
歩
道
部
でμ

M

の
最
高

速
度
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
既
存
交
通
と
の
速
度
の
違
い

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
混
在
ケ
ー
ス
が
多
い
と
予
測
さ

れ
る
自
転
車
と
特
定
小
型
原
付
で
は
時
速
約
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
歩
行
者
と
電
動
車
い
す
は
時
速
約
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
速
度
差
が
生
じ
る
。
限
ら
れ
た
道
路
空
間
の
中
で

の
こ
の
速
度
差
は
、
追
い
越
し
挙
動
を
誘
発
し
、
事
故
な

ど
の
危
険
事
象
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
。 

μ
M

の
普
及
に
よ
っ
て
利
用
者
の
「
快
適
な
移
動
」
が

達
成
さ
れ
る
場
面
は
増
え
る
が
、
そ
れ
が
他
者
に
と
っ
て

の
快
適
を
脅
か
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
利
用
者
と
非
利

用
者
が
快
適
に
共
存
で
き
る
空
間
分
離
を
含
め
た
道
路

空
間
の
整
備
、
利
用
者/

非
利
用
者
の
意
識
の
変
革
と
社

会
と
し
て
の
「
空
気
」
の
醸
成
、
支
援
技
術
開
発
の
推
進

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

今
後
は
、
将
来
的
に
「
自
動
運
転
専
用
道
路
・
専
用
レ

ー
ン
」
の
設
置
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
状
況
も
踏
ま
え
、

μ
M
 

の
た
め
の
交
通
空
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
さ
ら
に

検
討
を
進
め
る
。 

理事長挨拶の様子 



【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

森 

光
輝 

氏 

講
評 

中
村 

毅 

氏 

 

「
周
辺
の
土
地
利
用
が
類
似
す
る
並
行
在
来
線
新
駅
に 

着
目
し
た
福
井
市
新
駅
候
補
地
の
整
備
方
針
の
提
案
」 

  

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
に
よ
り
経
営
分
離
さ
れ
る
北
陸
本

線
の
福
井
県
区
間
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
「
株
式
会
社

ハ
ピ
ラ
イ
ン
ふ
く
い
」
が
運
営
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
地
域
に
密
着
し
た
鉄
道
を
目
指
す
施
策
と
し
て
新
駅

設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

当
研
究
で
は
、
福
井
市
内
の
新
駅
候
補
地
に
周
辺
土
地
利
用

が
類
似
す
る
並
行
在
来
線
既
存
新
駅
（
以
下
、
並
行
在
来
線
新

駅
）
を
参
考
に
し
、
新
駅
候
補
地
で
取
る
べ
き
施
策
の
提
案
を

行
っ
て
い
る
。 

並
行
在
来
線
既
存
新
駅
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
他
県

でJR

か
ら
経
営
分
離
さ
れ
た
並
行
在
来
線
新
駅
の
類
型
化
を
行

い
、
以
下
に
示
す
三
点
の
所
見
が
得
ら
れ
た
。 

第
一
に
、
並
行
在
来
線
で
の
新
駅
は
、
高
い
乗
降
客
数
が
見
込

め
る
市
街
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
山
間
地
に
設
置
さ

れ
た
事
例
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
二
に
、
農
用
地
の
残
る
市
街
地
に
設
置
さ
れ
た
駅
で
は
、
広

い
土
地
が
確
保
で
き
る
こ
と
を
活
か
し
、
多
く
の
台
数
が
停
め
ら

れ
る
駐
車
場
や
広
い
駅
前
広
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。 

第
三
に
、
新
駅
設
置
、
周
辺
道
路
整
備
、
駅
前
広
場
整
備
，
土

地
区
画
整
理
事
業
が
同
時
に
実
施
さ
れ
た
駅
で
は
、
乗
降
客
数
増

加
率
や
人
口
増
加
率
が
高
い
数
値
を
示
し
た
。 

新
駅
候
補
地
に
類
似
す
る
駅
の
特
徴
と
し
て
、
未
開
発
用
地
を

活
か
し
た
施
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
周
辺
の
人
口
や
乗
降
客
数
が

ふ
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
福
井
市
新
駅
候
補
地
で
も
同
様
の

施
策
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

今
回
は
駅
周
辺
の
土
地
利
用
に
着
目
し
て
類
型
化
を
行
っ
て

い
る
が
、
並
行
在
来
線
既
存
新
駅
で
は
駅
設
備
に
関
わ
る
施
策
が

多
く
、
駅
設
備
と
乗
降
客
数
と
の
関
連
性
を
見
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。 

 

 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 
 

一
二
，
〇
〇
〇
円 

賛
助
会
員 

： 
 

三
，
〇
〇
〇
円 

 

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

七
三
〇‐

三‐

二
〇
三
九
六 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左
記
、
財
務
幹

事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

 

【
財
務
幹
事
】 

〒
九
一
〇-

八
五
八
〇 

福
井
県
福
井
市
大
手 

三―

一
七―

一 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

福
井
県 

都
市
計
画
課 

 

服
部 

正
秀 

T
EL

 
 

〇
七
七
六‐

二
〇‐

〇
四
九
七 
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